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【はじめに】 

乳房炎は慢性疾病の一つであり、発生頻度が高く乳量の減少や乳質の低下により、生産

性及び経済性に大きく影響するため、乳牛農場で多発すると大きな問題になる。また、管

内でも飼養衛生の聞き取りなどの際に乳房炎で困っているという声が多数聞かれる。 

そこで、乳房炎の現状を把握するため、管内の全３４農場を対象に搾乳手順や乳房炎の

原因菌に関するアンケートを実施するとともに乳房炎が多発している２農場(Ａ農場・Ｂ

農場)において、乳房炎の細菌検査及び乳質改善指導を行ったので、その概要を報告する。 

【管内の現状】 

アンケート調査は、３４農場中２５農場から回答が得られた。搾乳手順の調査は、十勝

乳房炎協議会の資料中のチェック項目を参考に基本的な６項目を作成し、実施した。原因

菌の調査も十勝乳房炎協議会の資料を参考に検出されやすい菌を選び実施した。 

調査結果から、搾乳手順が異なる農家が多くあることが明らかになった（表１、図１）。

乳房炎の原因菌として、大腸菌群や環境性ブドウ球菌（以下ＣＮＳ）、黄色ブドウ球菌

（Staphylococcus aureus 以下ＳＡ)と回答する農場が多かった（図２）。  

   表１ 搾乳手順の質問項目         図１ 搾乳手順調査結果 

図２ 検出された乳房炎の原因菌 



【対象農場】 

 Ａ農場は搾乳牛４５頭の対尻式つなぎ飼いで、搾乳作業を４名で実施している。バルク

乳の体細胞数が急に増え、乳質評価が下がったことと、従業員同士の搾乳手順の違いに農

場主が悩んでいたことから対象とした。 

Ｂ農場は搾乳牛１１０頭の対頭式つなぎ飼いで搾乳作業を６名で実施している。経営規

模の拡大を目指していることや乳業メーカーから乳質の改善を求められていたことから

対象とした。 

【検査・指導方法】 

細菌検査はＡ農場では全頭の個体乳、Ｂ農場では牛群検定で体細胞が多かった１０頭の

個体乳を検体とし、細菌分離を実施した。 

さらに搾乳作業の問題点の有無を調べるために、十勝チェックを参考に１３項目のチェ

ック項目を作成した。２農場ともに搾乳作業を見学に行き、作業者が一人でも実施できて

いなければ×とした。 

【結果】 

細菌検査は、Ａ農場ではＳＡをはじめ４種の細菌が、Ｂ農場ではＳＡは検出されなかっ

たが、４種の細菌が分離された（図３、図４）。搾乳作業を確認したところＡ農場では、１

３項目中９項目で、Ｂ農場では、１３項目中７項目で問題点があった（表２）。特に乳頭

清拭の際に、タオルの同じ部分で４乳頭を拭く作業者が多かった。以上より搾乳手順に問

題があり乳房炎が広がっている可能性と、難治性乳房炎の原因菌の感染を拡大防止する必

要があると考えた。 

     図３ Ａ農場の細菌検査結果       図４ Ｂ農場の細菌検査結果 

(複数検出あり) (複数検出あり)



             表２ 搾乳作業の確認結果 

【取組と経過】 

２農場で乳房炎に関する勉強会を作業者全員参加で実施し、搾乳手順を見直し、意識改

革を促す機会を設けた。 

Ａ農場では改善案としてミルカ―は装着時と同じ向きで移動すること、ストリップカッ

プの導入、ペーパータオルを４分割して同じ面で拭かないことの３点を提案した。Ｂ農場

ではプレディッピングとポストディッピングの容器を分けること、ディッピング時に乳頭

全体を浸すこと、ペーパータオルを４分割して同じ面で拭かないことの３点を提案した。 

今回の指導の取組みについて、「客観的な意見が聞けて良かった」、「すぐにできること

は取り組みたい」といった意見が得られた。 

勉強会後、各農場の搾乳見学に行き、Ａ農場では改善案の３点とも実施していることと、

他の搾乳問題点についても話し合うなど乳房炎に対する意識が変わったことがわかった。

バルク乳ではＳＡが検出されなくなり、総細菌数も１４万個／ｍｌから４万個／ｍｌに減

少した。また、体細胞数が７０万個／ｍｌから３３万個／ｍｌに減少した。 

Ｂ農場ではプレディッピングとポストディッピングの容器を分けることは検討中だっ

たが、他の２点は実施していた。バルク乳の体細胞数が２７万個／ｍｌから１７万個／ｍ

ｌに減少した。また、乳量が５０Ｌ／日増加した。２農場ともに治療費の低減、乳質の向

上が確認され経済的に改善した。 

【今後の対応】 

２農場の定期的な乳汁の細菌検査と搾乳手順のセルフチェックを実施させ、必要に応じ

て継続的に指導する。アンケート結果から搾乳手順に問題のあった農場が多かったことか

ら、他の農場においても個体乳の細菌検査や勉強会を実施し、乳房炎の改善に取り組んで

いく。その際に、乳業団体や臨床獣医師ともデータ共有を行い、連携を強化し、より効果

的な防除対策を考えていきたい。 
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